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 本論文は 7 章で構成されている。 







本研究の意義と目的について述べ、第 6 節では、本論文の構成について述べた。 





結果、全検査 IQ は平均であったが、言語性 IQ が動作性 IQ に比べやや低く、群指数および４指
標間の比較から、言語理解・注意記憶脆弱群、注意記憶脆弱群、言語理解脆弱群、処理速度脆弱








った。その結果、きこえ困難を有すると思われる 5 歳児が 5.1％存在することが分かった。第３節
で示した小学校通常学級の調査結果と比較するとほぼ 2 倍の出現率であった。このことについて
は、今後の検討課題であるとした。 


























                  論文審査結果の要旨 
 
１．審査の経過 
第 7 回大学院研究科会議(2017 年 11 月 9 日)において、小川征利氏から課程博士学位予備審査 
申請論文が提出された旨の報告が研究科長よりあり、予備審査申請の受理の決定が承認された。 
予備審査委員については大学院所属教員から宮本、別府の 2 名が副査として選出され、承認さ 
れた。なお指導教員である堅田が主査を務め、予備審査委員会は 3 名で構成することになった。
予備審査は 2017 年 11 月 28 日(第 1 回予備審査会)）、2018 年 11 月 20 日(第 2 回予備審査会)の 2
回開催した。その結果、博士論文としての完成度を高めるという趣旨が全うされたと委員全員の
判断が得られ、博士(学位)の授与に値するものとして評価された。 
2018 年 12 月 20 日に博士学位申請書＜本審査用＞と博士学位申請論文が提出され、2019 年 
1 月 10 日の第 9 回大学院研究科会議では学位申請論文が受理され、本審査開始が決定された。本
審査委員は前記の堅田、宮本、別府が選出された。 
公開審査(最終試験を含む)は 2019 年 2 月 9 日に実施し、続いて本審査を行った。委員全員に 
よる協議が行われた結果、博士相当の論文であるとの結論をえた。本審査後に開会された第 11 回
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以上の審査結果から、中部学院大学学位規則第 14 条に基づき、小川征利氏の学位申請論文は 
博士学位(社会福祉学)論文として適切であると判断した。 
